
2005年度のSBIホールディングスの連結業績は、全事業

が極めて好調に推移し、売上高・営業利益・経常利益・当期純

利益のすべてにおいて過去最高を大幅に更新しました。過

去3年間も上昇基調で推移してまいりましたが、特に2005

年度の連結業績は飛躍的に上昇しました。現時点での好業

績に留まらず、すべての部門で今後の一層の飛躍を予見さ

せるような決算状況となりました。 

連結売上高は前年度比で68.4％増の1,372億円となり、

ついに1,000億円を突破し、経常利益も500億円を突破し

て前年度比で88.2％増の513億円となり、営業利益は、

99.4％増の495億円となりました。いずれも過去最高を

大幅に更新しました。 

配当につきましては、好調な業績推移を踏まえて、普通配

当として1株につき600円（合併記念配100円を含む）の

配当を実施し、前年度の350円から大幅な増配となりました。 

また、グループ内の再編や、SBIグループとシナジーを有

すると考えられる有力企業との資本提携を行った結果、期末

発行済株式数は前年度末比1.4倍の1,222万株に増加しま

したが、1株当たり当期連結純利益は前年度比で1.4倍、同

連結株主資本は前年度末比で1.5倍となり、今後も1株当た

りの価値を高めながら、さらなる成長ステージに向けた飛躍

を目指してまいります。 

各事業セグメントにおいては、アセットマネジメント事業が

極めて好調なファンドの運用パフォーマンスを背景に、出資

者への分配金が増加し、それが新規ファンドへの資金調達を

容易とし、さらなる運用規模の拡大に繋がるなど、正に好循

環サイクルに入っており、またブローカレッジ＆インベストメ

ントバンキング事業においては、SBIイー・トレード証券が圧

倒的な競争優位性を有し、いよいよ競争の最終局面を迎え

るに至りました。ファイナンシャル・サービス事業においては

「貯蓄から投資への動き」「ブロードバンド化の進展」「制度

改革」など、日本に起こりつつある大きな潮流が同事業にと

っての良好な事業環境をもたらし、業績にさらなる好転がも

たらされました。 

2005年度において当社は、2005年7月にファンド運営

事業等を分割し、当社の100％子会社であるSBIベンチャ

ーズ株式会社（同月「ソフトバンク・インベストメント株式会社」

に商号変更）に承継したことにより、SBIホールディングス（ソ

フトバンク・インベストメントより商号変更）を中核とする持

株会社体制へ移行し、「第二の創業期」とも言える大きな飛

躍の時を迎えました。 

2005年10月には、住友信託銀行株式会社との間で、オ

ンライン証券業務をはじめとするSBIグループ各社の事業と

親和性の高い「新ネット銀行」の設立に関して基本合意し、

設立準備を鋭意推進するとともに、2006年1月には、双方

の競争力・収益力の強化につながる多面的な業務提携を締

結いたしました。 

2006年3月には不動産関連事業を手掛けるSBIパート

ナーズ株式会社並びに、比較・検索サイトの運営と金融サー

ビスを提供するファイナンス・オール株式会社を吸収合併す

ると共に、SBI証券株式会社を株式交換により完全子会社化

し、5つのコアビジネス体制への進化を強力に推進する事業
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体制を構築いたしました。 

SBIグループは、これまで主に金融業の分野において3つ

のコアビジネスである「アセットマネジメント事業」、「ブロ

ーカレッジ＆インベストメントバンキング事業」、「ファイナン

シャル・サービス事業」を中核的事業と位置づけて事業展開

してまいりましたが、これらに加えて新たに「住宅不動産事業」

と「生活関連ネットワーク事業」をSBIグループのコアビジ

ネスと位置づけ、金融の枠を超えて投資家や消費者の皆様

の豊かな生活の創造に貢献できる企業を目指して、新たな

スタートをきりました。 

また、2006年8月には、ソフトバンク株式会社との資本

関係を完全に解消し、同社の持分法適用会社ではなくなりま

した。これによって今後は、株価の相関関係の解消や、より柔

軟な財務戦略・事業戦略の展開が可能になるものと認識し

ております。なお、同社とは今後も双方折半出資による合弁

会社を中核として事業上友好な関係を維持していく方針で

あります。 

SBIグループはかかる新体制のもと、お客様のために、投

資家のために、より革新的なサービス、ビジネスの創出につ

とめ、顧客価値、株主価値、人材価値の総和たる企業価値の

極大化を追求してまいります。 
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主な著書 

『進化し続ける経営』（英語翻訳・John Wiley & Sons, Inc.より出版予定） 
『Eファイナンスの挑戦Ⅰ』 
（中国語翻訳・商　印　　出版）（韓国語翻訳・Dongbang Media Co. Ltd.） 
『Eファイナンスの挑戦Ⅱ』（韓国語翻訳・Dongbang Media Co. Ltd.） 
『「価値創造」の経営』 
（中国語翻訳・商　印　　出版）（韓国語翻訳・Dongbang Media Co. Ltd.） 
（以上、東洋経済新報社） 
 
『中国古典からもらった「不思議な力」』（三笠書房）（中国語翻訳・北京大学出版社） 
 
『不変の経営・成長の経営』（韓国語翻訳・Dongbang Media Co. Ltd.） 
『人物をつくる』 
（以上、PHP研究所） 
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